
524.　10.　1

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　

東
久
留
米
市
で
は
、
高
齢
者
の

見
守
り
に
関
す
る
事
業
を
多
数
展

　

４
月
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
、

要
介
護
（
要
支
援
者
を
除
く
）
の

生
活
援
助
（
掃
除
、
調
理
、
買
い

物
な
ど
）
の
時
間
の
区
分
に
つ
い

て
見
直
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

改
定
後
は
、「　

分
以
上　

分
未

２０

４５

満
」「　

分
以
上
」
の
２
区
分
に
見

４５

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
生
活
援
助
の
利
用
時

間
は
全
て　

分
未
満
に
な
る
と
誤

４５

解
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
提
供
さ
れ
て
き
た　
６０

分
程
度
の

サ
ー
ビ
ス

は
「　

分
４５

以
上
」
の

生
活
援
助

と
し
て
位

置
付
け
、

　

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
満　
７０

歳
以
上
の
都
民
を
対
象
と
し
て
、

都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都
電
、

都
内
民
営
バ
ス
を
利
用
で
き
る
パ

ス
で
す
。
有
効
期
限
は
発
行
日
～

　

年
９
月　

日
で
す
。

２５

３０

　

申
し
込
み
は
満　

歳
を
迎
え
る

７０

月
の
初
日
か
ら
、
費
用
と
書
類
を

持
参
の
上
、
最
寄
り
の
シ
ル
バ
ー

パ
ス
取
り
扱
い
バ
ス
営
業
所
な
ど

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
【
利
用
者
負
担
】
次
の
通
り

　

①
本
人
の　

年
度
住
民
税
が
非

２４

　

市
内
在
住
で
満　

歳
以
上
の
ひ

７０

と
り
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
、
日

帰
り
バ
ス
旅
行
を
開
催
し
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
水
）
午
前

１０

１７

７
時
に
市
役
所
集
合
。
雨
天
決
行

　
【
行
き
先
】ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨

城
県
大
洗
水
族
館
・
か
ね
ふ
く
め

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
は
、

い
つ
で
も
ご
自
分
の
年
金
加
入

記
録
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
今
年
４
月
か
ら
サ
ー

ビ
ス
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

○
電
子
版「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

の
確
認
と
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
の

配
信

　
　

時
間
い
つ
で
も
、
最
新
の

２４
年
金
記
録
を
確
認
で
き
ま
す
。

必
要
に
応
じ
、
パ
ソ
コ
ン
に
保

存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
誕
生
月
に
は
、
登
録
し
た

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
「
ね
ん
き

　

退
職
者
医
療
制
度
は
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
う
ち
、
被
用
者

保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、
健
康
保
険

組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入

し
て
い
た
退
職
者
本
人
と
そ
の
被

扶
養
者
の
医
療
給
付
費
に
つ
い
て
、

世
代
間
の
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き

被
用
者
保
険
が
共
同
で
負
担
す
る

制
度
で
す
。

　

退
職
者
医
療
制
度
で
は
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
に

対
す
る
医
療
費
は
、
自
己
負
担
分

と
国
民
健
康
保
険
税
を
除
き
、
被

用
者
保
険
か
ら
の
拠
出
金
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。
拠
出
金
に
よ
り
、

間
接
的
に
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た

ご
存
じ
で
す

ご
存
じ
で
す
かか

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
スス

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、

日
帰
り
バ
ス
旅
行
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

介護報酬改定により、
訪問介護の利用時間
を見直します

国
民
健
康
保

国
民
健
康
保
険険

退
職
者
医
療
制
度
を
ご
存
じ
で
す

退
職
者
医
療
制
度
を
ご
存
じ
で
す
かか

ん
定
期
便
」
の
お
知
ら
せ
を
配

信
し
ま
す
。

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か

ら
の
納
付
状
況
の
確
認

　

国
民
年
金
保
険
料
を
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
た
場

合
、
シ
ス
テ
ム
に
納
付
状
況
が

反
映
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
年

金
記
録
照
会
画
面
の
月
別
納
付

状
況
表
に
「
納
受
」
と
表
示
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
「
秘
密
の
質
問
と
答
え
」
の

登
録
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

強
化

　

な
り
す
ま
し
な
ど
の
不
正
な

接
続
に
対
す
る
防
御
策
の
一
環

と
し
て
、「
秘
密
の
質
問
と
答

え
」
を
登
録
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム

が
取
得
し
た
接
続
環
境
が
前
回

と
一
致
し
な
い
場
合
、
本
人
確

認
の
た
め
に
、
秘
密
の
質
問
と

そ
の
答
え
を
入
力
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」
☎
０
５
７
０
・
０
５

８
・
５
５
５
（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ

Ｈ
Ｓ
か
ら
は　

・
６
７
０
０
・

０３

１
１
４
４
）
へ
。

国
民
健
康
保
険
の
適
正
な
財
政
運

営
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
で
、
ま
だ
切
り

替
え
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方

ん
た
い
パ
ー
ク

　
【
行
程
】
市
役
所
（
午
前
７
時
半

出
発
）
→
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
→
大

洗
イ
エ
ロ
ー
ポ
ー
ト
（
昼
食
）
→

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水

族
館
→
か
ね
ふ
く
め
ん
た
い
パ
ー

ク
→
市
役
所
（
午
後
６
時
半
到
着

見
直
し
後
も
同
程
度
の
時
間
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
適
切
な
ア

セ
ス
メ
ン
ト
（
評
価
）
に
よ
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
い
て
、

利
用
者
の
要
望
に
応
じ
て
サ
ー
ビ

課
税
の
方
＝
１
０
０
０
円

　

②　

年
度
の
住
民
税
は
課
税
で

２４

あ
る
が
、　

年
の
合
計
所
得
金
額

２３

が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
＝
１
０

０
０
円

　

③
本
人
の　

年
度
の
住
民
税
が

２４

課
税
さ
れ
、
右
記
②
以
外
の
方
＝

２
万
５
１
０
円

　
【
用
意
す
る
も
の
】
次
の
通
り

　

①
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が

確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類
（
保

険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
）

　

②
費
用
負
担
が
１
０
０
０
円
の

は
、
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
切
り
替

え
手
続
き
が
済
む
と
、
こ
れ
ま
で

の
一
般
の
被
保
険
者
証
に
替
わ
り
、

退
職
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　
【
対
象
と
な
る
方
】退
職
者
本
人

と
そ
の
被
扶
養
者
で
、
左
表
の
全

て
に
該
当
す
る
方

　
【
切
り
替
え
手
続
き
に
必
要
な

も
の
】
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
年
金
証
書
（
年
金
受
給
が
確

認
で
き
る
も
の
）、
認
め
印
（
世
帯

主
本
人
が
申
請
す
る
と
き
は
省
略

で
き
ま
す
）

　

詳
し
く
は
同
課
国
保
年
金
資
格

係
☎
４
７
０
・
７
７
３
２
へ
。

方
＝
「
平
成　

年
度
介
護
保
険
料

２４

納
入
（
決
定
）
通
知
書
（　

年
度

２４

分
の
通
知
に
お
い
て
、
所
得
段
階

区
分
に
１
～
５
の
い
ず
れ
か
の
段

階
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）」、
ま
た

は
「　

年
度
住
民
税
非
課
税
証
明

２４

書
」「
生
活
保
護
受
給
証
明
書
」「　
２４

年
度
住
民
税
課
税
証
明
書
」
の
い

ず
れ
か
（
合
計
所
得
金
額
が
分
か

る
も
の
）

　
【
パ
ス
取
り
扱
い
窓
口
】西
武
バ

ス
株
式
会
社
滝
山
営
業
所
☎
４
７

ス
が
提
供
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

詳
細
は
契
約
先
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護
サ

ー
ビ
ス
係
☎
４
７
０
・
７
７
５
０

へ
。

４
・
２
５
２
５
（
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）

　

※
市
役
所
窓
口
で
は
取
り
扱
い

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
社
団
法
人
東
京
バ
ス

協
会
シ
ル
バ
ー
パ
ス
専
用
電
話
☎

　

・
５
３
０
８
・
６
９
５
０
（
午

０３前
９
時
～
午
後
５
時
、
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
へ
。

予
定
）

　
【
定
員
】　

人
（
応
募
者
多
数
の

４０

場
合
は
抽
選
）

　
【
参
加
費
】
４
５
０
０
円
（
入
場

料
、
食
事
代
、
写
真
代
含
む
）。
当

日
集
金
し
ま
す

　

申
し
込
み
は　

月
５
日
（
金
）

１０

午
前　

時
～
正
午
に
市
役
所
１
階

１０

屋
内
ひ
ろ
ば
で
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
際
に
健
康
保
険
証
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
奉
仕
団
委
員
長
・

竹
内
☎
４
７
３
・
０
８
４
８
へ

開
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
高

齢
者
の
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
に
は
対
象

と
な
る
た
め
の

条
件
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
各
担
当
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

市などが行う高齢者のみまもり・声かけの関連事業
担当課など内容対象者事業名

東部☎４７３・９９９６
中部☎４７０・８１８６
西部☎４７２・０６６１
の各地域包括
支援センター
または

介護福祉課地域ケア係
☎４７０・７７７７
（内線２５５７）

健康保持を図るとともに、定期的な触れ合いに
より安否確認をするために食事を提供します。
週２食まで（昼または夜）。利用料５００円（１食）。

おおむね６５歳以上の独居または高齢者
のみ世帯で、日常生活を営むのに支障
があり市内に住所がある要生活支援高
齢者（介護認定非該当～要介護）

配食サービス事業

生活支援ホームヘルパーを派遣し、要生活支援
高齢者が主体的に行う作業（家事援助など）を
支援します。週１回まで。１時間１７０円。

おおむね６５歳以上の独居または高齢者
のみ世帯で、日常生活を営むのに支障
があり市内に住所がある要生活支援高
齢者（介護認定非該当に限る）

生活支援ホームヘルプ事業

みまもり協力員が高齢者に声掛けや遠い見守り
（郵便物の確認など）を行います。地域包括支
援センターにて相談の上、個別に計画します。
無料。

おおむね６５歳以上のひとり暮らし高齢
者・高齢者のみ世帯で、親族の訪問が
月１回以上なく介護保険など公的サー
ビスが未利用の方

みまもりネットワーク事業

福祉総務課
高齢者福祉係
☎４７０・７７７７
（内線２５０８）

直接消防署へ連絡できる機器を貸与します。
無料。協力員として２名必要（５００ｍ以内に居住
している方）。

６５歳以上の
①ひとり暮らし②病弱な高齢者世帯で、
心臓疾患などのために日常生活を営む
上で常時注意を必要とする方

緊急通報システム事業

安否確認のため、乳酸菌飲料を週に４回配達し
ます。無料。協力員として２名必要。６５歳以上のひとり暮らし高齢者乳酸菌飲料配布事業

東久留米老人クラブによる会員への電話や声掛
けの安否確認を行い、家庭訪問をして話し相手
になることで高齢者の孤立感を解消します。

老人クラブに加入している会員
（ひとり暮らしの方など）

友愛活動
（東久留米老人クラブ連合会）

市社会福祉協議会
☎４７１・０２９４

市社会福祉協議会が実施。趣味・健康・交流活
動などを通して、顔の見える関係をつくります。
月１～２回。

ひとり暮らし高齢者、障害者、乳幼児
を抱える親などミニデイホーム・サロン活動

防災・建築まちづくり
センター
☎０３・５４６６・２６３５

有料で緊急対応や２４時間電話相談を含む、みま
もりサービスを提供します。利用料５万３,３００円
（年額）から。

都内の都営住宅や公団・公社の住宅・
民間賃貸住宅・持ち家に居住している
高齢者および障害者

あんしん居住制度

退職者医療制度の適用対象となる方

被扶養者退職被保険者
（本人）

国保加入者国保加入者

６５歳未満の方６５歳未満の方

退職被保険者（本人）
と同じ世帯で、主に
退職者本人の収入に
よって生活し、年間
の収入が１３０万円（６０
歳以上の方や障害を
持っている方は１８０
万円）未満の配偶者
（内縁関係を含む）、
または三親等以内の
親族の方

厚生年金、共済年金
などの老齢年金を受
けている方で、加入
期間が２０年以上、ま
たは４０歳以降１０年以
上ある方

東
久
留
米
市
赤
十
字
奉
仕
団
「
日
帰
り
バ
ス
旅
行
」

切
り
替
え
が
お
済
み
で
な
い
方
は
届
け
出
く
だ
さ
い

高
齢
者
の
み
ま
も
り
・
声
か
け
の

関
連
事
業
を
ご
案
内
し
ま
す

発
行
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

２４年度


